
出張講義 筑波大合宿 １．モデル化実習 ２．プログラミング実習

筑波大学システム情報系 大澤義明 繁野麻衣子 山本芳嗣 八森正泰 竹原浩太 吉瀬章子（代表）

茨城県内の高校交流による数理モデルを用いた地域課題解決提案

合宿2日目 最適化ソルバFico 
Xpressのプログラミングに挑戦
映し出された６つのPC画面で
進捗状況を確認しています

出張講義
最適化モデルとは

「●●をうまく決めて■■を
最小（あるいは最大）にする」

ための数理モデルです

８月９から１１日まで筑波大学で合宿を行いました
初日午前のテーマ発表ののち、午後は各高校に分かれて

それぞれのテーマをモデル化する実習を行いました

日立北高等学校Ａ班
北茨城観光地の訪問順をうまく決めて
復興観光ルートのコストを最小にしたい

日立北高等学校Ｂ班
交差点の選択と順序をうまく決めて

津波避難経路の距離を最小にしたい

下妻第一高等学校Ａ班
スクールバス停の位置をうまく決めて

最寄りバス停の最遠距離を最小にしたい

下妻第一高等学校Ｂ班
イベントの訪問順序をうまく決めて

「ふれあちゃん」の移動時間を最小にしたい

竜ヶ崎第一高等学校Ａ班
沖縄観光地の選択をうまく決めて

修学旅行の満足度を最小にしたい

竜ヶ崎第一高等学校Ｂ班
ＴＤＳアトラクションの順序をうまく決めて
1日で乗れるアトラクション数を最大にしたい

合宿3日目午後
６グループそれぞれが
これまでのモデル化・

プログラミングの作業を
スライドにまとめて

合宿発表会

筑波大合宿後も、データ収集やモデルの改良・工夫などに取り組み
11月4日（月） 筑波大学園祭において最終発表会を行いました

日立北高Ａチーム 下妻一高Ａチーム

日立北高Ｂチーム 下妻一高Ｂチーム 竜ヶ崎一高Ｂチーム

竜ヶ崎一高Ａチーム

筑波大「紫峰際」では多くの皆様に
ご来場いただきました さらに

日立北高は北茨城市で開催した
震災復興支援シンポでも発表しました

筑波大合宿 ３．合宿発表会 最終発表会
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